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桜井市は青垣山のー画を占め、市のほぼ中心に位置する市庁舎から古代より歌

によまれる三輪山をはじめ大和三山が一望の下に見渡すことができます。この他

古墳時代の代表的な遺跡である著墓古墳・茶臼山古墳・メスリ山古墳等史跡に指

定された古墳時代前期の古墳、秋殿古墳・舞谷古墳等古墳時代後期より終末期の

大古墳群である鳥見山や飛鳥時代から奈良時代の寺院fll:等、人々の生活を知る上

で重要な文化財が本市には数多く残されています。これらの遺跡を保護し啓蒙す

るための事業の一部として纏向遺跡の発掘調査を実施しております。

本書lζ記しています揮向遺跡は昭和54年度より桜井市が国・県の補助を受け緊

急調査を継続事業として実施している広範囲に広がる大遺跡です。

調査を実施するにあたりましては奈良県教育委員会橿原考古学研究所、末永雅

雄博士、有光教一博士の両所長をはじめ研究所員の諸氏、厳寒の中数度lζ渡り発

掘現地で材質鑑定していただいた嶋倉巳三郎博士、厳しい季候にもめげず発掘調

査から遺物整理、概報作成に協力された作業員の方々・学生諸君、発掘調査に協

力いただいた纏向幼稚園の諸先生、地主及び地元協力者の方々に深くご厚礼申し

上げます。

この多くの皆さまの御協力に基づいて集録された本書が、昭和55年度に制定し

ました桜井市文化財保護条例と共に文化財保護の一助となり古墳時代前期を学ぶ

ー資料として活用されますよう願ってやみません。

桜井市教育委員会

教育長西村 司



伊!日

l 本概報は、 55年度国庫補助事業として奈良県桜井市が主体となり桜井市教育委員会が実施した

纏向遺跡緊急及び範囲確認調査の概要であり本書に記した資料は主として大字巻之内字馬場ワキ、

及び旧纏向小学校跡地の発掘調査概要報告書である。

2. 本年度実施した纏向遺跡の調査地点は 5ケ所であり、内3ケ所で発鋸調査を実施し、他は立会

調査とした。

各調査の所在地番、調査期間は次のとうりである。

A調査地

。桜井市巻之内 565-1番地、 564番地(喜多 保氏所有水田)

。昭和55年5月13日-6月22日

B調査地

。桜井市大字辻24番地他(旧纏向小学校跡地)

。昭和55年7月21日~昭和56年3月31日

C調査地

。桜井市大字巻之内(小西建次郎氏所有水田)

。昭和55年6月8日・ 9日

D調査地

。桜井市巻之内 363の1 (森忠雄氏所有水田)

。昭和55年8月13日-15日

E調査地

。桜井市太田、東国道路改良工事

。昭和55年11月~昭和56年 3月20日

3. 発掘調査及び遺物整理は奈良県立橿原考古学研究所の指導・協力のもとに桜井市教育委員会が

実施した。本文に記載した土器図はA調査地土績I出土資料である。他の資料は未整理のため記

載できなかった。

4. 調査は E調査の一部を山本秀美氏の協力を受けた他、桜井市教育委員会社会教育課文化財係、

技師荻原儀征が担当した。

5. 調査体制

桜井市教育委員会事務局

教育長

教育次長

西村 司

嶋岡一郎



社会教育課長 渡辺実恵

" 指導首事 南 正直

〆" 係長 森 幹雄

" 主事 森口 治

社会体育係長 高松降司

〆" 主事 山名定晃

文化財係長技師 荻原儀征

" 主事 新屋敷感/1頂

調査員

荻原儀征

調査補助員

中村憲代(奈良大)、安田昭・山田清朝(立命大)、小住昌子(同志社大)、中山靖雄(大体育大)、

羽田佳代(神戸商大)、長峯浩子(神戸大)

調査作業員

植田光雄、植阿キヨ、北西藤一郎、嶋岡ミツコ、中森義雄、藤本ミサオ、堀井甚五郎、堀内カ

ズエ

遺物整理及び概報作成

荻原儀征、中村議代、安田昭、L1J田朝清、吉田真祐美、羽田佳代、木村雅代(同，志社女子大)

植物質遺物の調在

嶋倉己三郎(関西外語大学教授)

6， 本概報の文責は荻原儀征にある。
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I はじめに

大和盆地の東南の一角、 大和高原の清流を集めて流れる巻向川が三輪山の北、車谷から弱状地を

形成し、大和川lと合流する。乙の巻向川が形成する扇状地iζ纏向遺跡は展開している。乙の扇状地

は谷口より西へゆるやかに傾斜しながら微高地が放射状に伸び、微高地問iとは宙墳時代後期から鎌

倉時代の遺物を含む旧河道が確認されており、巻向川の流路変更が幾度もあった乙とが錐測できる。

現在まで発掘調査した地域では地下水位は向く、現地表下 1m以内で湧水があり、水利は良好と

思われるが現在では平常時iζ上部を覆い水田とし、渇水期iζ覆いをとり使fflする野井戸が作られて

いる。

現水田下には中、近世の暗渠跡と思われる巾15cm-30cmの小満がほぼ南北及び栄西方向lζ掘られ

ており乙の小溝には竹を埋設したものもあり、畑として利用する時の排水が考えられる。これらの

事からも水利が良好て-あった乙とを示しているが、中近世以後lζは裏作としての畑作を考える乙と

ができるのではないか。

乙の地における集落は、穴師、巻之内、箸中、車JlI、太田、辻、大豆越、東田等であるが、太旧

等では今なお、環濠集落の痕跡をみる乙とができる。

扇状地周辺の遺跡を古い時期から見ると三輪山麓から有舌尖頭器の採集が知られている他縄文時

代の遺跡は三輪山麓部iζ後・晩期の土器と共K石器類が採集されてし唱。纏向遺跡では旧河道等より
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後晩期の土器片が出土し、字街飛塚の地では小穴内より後期の深鉢が出土している。前書について

は巻向川によって上流部からは乙ばれてきた土器と考えられる。又後者については発掘範囲が狭い

乙ともあり集落との関係等は不明であるが出土状態が小穴内iζ口縁部を横方向lζ埋没している乙と

から棺の性格を持っと考えられる。

弥生時代の遺跡は、縄文時代と重複しており三輪山麓よりの出土が知られている、纏向遺跡では

後期の土績が報告されている。箸喜善西遺跡では畿内第W様式の方形周溝が検出されている。

古墳時代の遺跡では北の崇神陵をはじめとする柳本古墳群や三輪山麓部iと祭犯遺跡や箸墓西遺跡

箸墓古墳・狐塚等古境時代前期から後期の古墳や遺物が散布している。

II A調査地

1 調査の概要(図版 1) 

乙の地は、 「纏向Jで推定された辻旧河道地帯の北側微高地に位置し、乙の地周辺から北は崇神

陵との聞の川に向ってゆるやかな傾斜をもって下っており、当初は纏向遺跡の北限が考えられてい

たが川の北側、天理市域iζも遺物の散布地が見られる。

調査は南北lζ長い巾約4m、長さ約20mの長方形の調査区を設定し、遺構の検出状態に応じて拡

張する方法をとった。

調査区画の設定は、予定地西北角を基点とし、磁北をY軸として、乙れに直交する東西方向をX

納とする。区画は方 4m、区画名はY軸をアルファベットで表わし、 X軸はアラビア数字で表わし

た。区画の呼称は区画西北角で交わる X軸・ Y軸で表わした。つまり調査地西北端の区画は 1Aと

なる。

発掘区画は、 X軸6ラインを中心に東西Iζ2mrt、Y軸BからGの巾 4m長さ約20m、南北に長

い長方形の発掘区画を設定した。

2 遺構の概要(図版 l下)

調査地は中近世以後の削平のため耕作土直下iζ地山があり、地山を掘り込んだ遺構が確認できる。

地山は南方向にゆるやかは傾斜を示し、 Cラインより北側は削平のためか遺構は検出できなかった。

乙の地で検出した遺構は、素掘の井戸状土墳2、溝l、南北方向に長く浅い土境1、土器留、住

穴状小穴等である。なお、土横1• n 、土器留上部には須恵器片を含む層を確認しており 5世紀後

半期に整地が考えられる。

土繍 1(図版4) 

径南北約3m、東西約4m、東西に長いほぼ精円形、深さ約 1mの土壌である。土城中央より東

は径1O-20cmの僚による石積を東側肩部より底部にかけて検出した。土嫌西側壁は肩部より約15cm
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ミミ

土墳 I

(馬場ワキ)

図3 土壊I土層図

l 黒褐色土層

2. 黒偏色土混り炭灰焦土層

3 暗灰縄色粘質七層

4 暗灰渇色粘土層

5. 灰褐色砂質土層

6 暗灰偶色粘土層

』工工エゴ

7 灰褐色混土層

78 .. 

下より中央方向にやや傾斜した平坦部が削り出されている。土墳北側は土境肩部i乙沿って巾約30-

40cm、深さ約30cmの小溝iζ径約10-15cmの小礁を敷詰めた石敷が施されている。石敷の長さは土墳

東側の遺構iとより削除されているが残存部で約1.4mを計る乙とができる。

土墳内の堆積層序は最下層より、灰偶色混土砂層・暗灰掲色粘土層 ・灰褐色砂質土層暗灰褐色粘

土層・暗灰掲色粘質土!語・黒褐色土混り炭灰焦土層 ・黒偶色土層である。墳底部は砂層 (地山)を

削っており湧水がある。最下層は湧水部lζ堆積しておりこの層堆積期聞が井戸として使用されてい

たと思われる。第2層の粘土層は井戸としての機能が失なわれていく時期の堆積と推測できる。第

2層以後は、土墳が窪地状となり放棄された以後の堆積と思われる。放棄された時期は黒褐色土混

り炭灰焦土層内より五世紀後半期と思われる須恵器片を検出しているので、乙の時期には土墳の痕

跡を残す状態であったと思われる。

域内遺物出土状態は、最下層は少なく、下より第 2層・第3層に最も多い。又出土遺物は有機質

遺物は非常に少なく、土器が主体とな っている。時期は最下層で纏向皿式期(庄内期新)が出土し

ているので、土績掘削期はこの時期が考えられる。

、/、/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/¥/

l 耕作土層

2 炭灰焦土層
3 黒褐色土層

図4 土墳E 溝

4. 白黄褐色砂質土混り黒網色土層

5. 黒樋色粘質土層
6 暗灰色粘質土層

- 4 -
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7. 淡灰掲色粘質土層



土境 II(1まl版5上)

径約 2m、深さ約O.8m、平面はほほ円形である。掘削時期は近嫁する土境 I及び溝iζ粘土問が堆

積した後であるが、土境 I側より投棄によ って形成されると思われる土器堆積がほぼ底部に達して

いる事から、須恵、器を含まない時期の掘削によるものと思われる。

土壌内堆積層序は最下層より暗灰色粘質土-投棄による土器堆積を包含する黒偶色粘質土問であ

る。黒偶色粘質土の堆積後地山片が混入した黒偶色土iζよって埋められている。乙の埋土の上i乙黒

福色土の堆積が認められ、炭灰焦土層と共lζ、須恵器片を包含している。

遺物の出土状態は、壌底部iζ少なく大多数が投棄による土器堆積である。

溝(図版5下)

東南より北西方向i乙流れる巾約1.2m、深さ約60cm、湾内堆積層序は、最下層より暗!米偏色粘土混

り砂質士、暗茶掲色砂質土、時灰褐色粘土層 (投棄によると思われる土器堆積を包含する)、暗黒栂

色土層である。各層の堆積状況は北東岸より南西方向へ傾斜

した状態で堆積している。現地形、旧地形共l乙南西へゆるや

かな傾斜を示している乙とから自然堆積と思われる。

土器留(図版2・3) 

ヒ=コ二=

図5 溝

l 暗黒樋色土層
2. 暗灰編色粘土層
3. 稽茶綱色砂質土層

一一寸E面

1・a乙の土器留は土境 1，ζ接して掘削された南北約5.5m、巾約
2m、深さ40cmの窪地内に形成されたもので、窪地内lζ中央

方向へ傾斜した状態で堆積した黒褐色砂質土層上に投棄され

たと思われる。土器は吉備系、東海系の土器を含み庄内式・

布留式期の土器が主であるが上層部には少量ではあるが古式
4. 暗灰色粘土混り砂質土層

の須恵器片を包含していることから乙の時期以前に形成されたものと恩われる。

まとめ

乙の調査地域の資料整理は、土墳 I出土遺物が実測できた段階で他は未整理であるが一応各遺構

をまとめてみると遺構形成期をつぎの4期iζ分ける乙とができる。第 l期は土境 I、溝、第2期は、

土壌E、土器留下のほぼ長方形iζ近い浅い土境、第3期は土器投棄による土器堆積、土器留、第4

期は五世紀代と思われる整地層の4時期である。各遺構の機能を検討してみると、土績 1• II共iζ

最下層lとは遺物は少なく木製品や焦げた木、特殊遺物等は検出できなかった。文乙の地場の地下水

位は高く、井戸としての機能は十分に果していたと思われ土墳Iの石敷や、平坦部等は井戸に付属

する施設と推測できる。溝および、土墳Eへの土器投棄は、北より南方向へ投棄され、文辻旧河道

が調査地南約40-50mを西方向iと流れていたと恩われる事から、庄内式期の後半から布留式期の居

住地域が乙れら遺構群の北及び東lζ考えられる。出土遺物には吉備、河内、東海系の土器を確認し

ており庄内期後半から布留期にかけて居住地域は広範囲に広がっていた事が推測できる。なお土器

留より白色の粘土を検出している。

- 5 -
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み
そ
れ

以
外
は
[
刷
毛
目
J
と
し
、
「
箆
ナ
デ
j
に
つ
い
て
は
「
箆
ミ
ガ
キ
J
よ
り
器
面
に
加
え
る
圧
力
が
弱

く
表
面
が
ナ
メ
ラ
カ
な
も
の
を
言
う
。
r砂
粒
J
に
つ
い
て
は
径
l
m
m
を
超
え
る
砂
粒
に
つ
い
て
は
、

「
組
砂
J
又
は
f組
粒
砂
j
と
し
、
越
え
な
い
も
の
は
「
細
砂
J
と
し
た
。

土
器
観
察
表

器
種

手
法

口
縁
部

体
部
外
面

体
部

壷
A
2
端
部
板
ナ
デ
。
内
面
上
部
は
端
部
と

平
行
す
る
板
ナ
デ
、
下
部
は
横
ナ
デ

外
面
上
部
横
方
行
板
ナ
デ
、
下
部
績

ナ
デ

頭
部
内
箇
板
ミ
ガ
キ
、
外
面
箆
ミ
ガ

キ

壷
B
端
部
仮
ナ
デ
後
横
ナ
デ

口
縁
部
か
ら
類
部
に
か
け
て
の
内
・

外
面
積
ナ
デ

壷
C
端
部
績
ナ
デ
、
擬
績
線
を
施
す
。

ロ
縁
部
内
面

~J
離
の
為
不
明
、
外
面

縦
方
向
1(:
箆
ミ
ガ
キ

壷
D
l
端
部
横
ナ
デ

板
ナ
デ
の
後
、
縦
方
向
箆
ミ
ガ
キ

内

土
器
各
部
の
名
称
に
つ
い
て

(
下
図
参
照
)

面
色
調

外
表
面
、
燈

内
面
、
浅
黄

燈 褐 iζ
ぶ
い
燈

。足
立

O
u
縁
端
郎
①
底

@
口
縁
部

@
事事
現
1

0
頭
部

①
脚
部

@，，
:
j
部

@
体
ffil

8
1広
告
5

胎
土
そ
の
他

3
m
m
 以
下
の
籾
砂
焼
成
良
好

が
比
較
的
多
く
混
径
は
復
元

入
し
、
調
整
後
の

表
面
IL
露
出
。
雲

母
片
(
2
皿
以
下
)

混
入

3
皿
以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

を
含
み
、
細
砂
混
径
は
復
元

入
。
金
雲
母
片
若

干
多
い

3
m
m以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

を
多
く
含
む

径
は
復
元

l
m
m
前
後
の
砂
と
焼
成
良
好



口
縁
部
内
面
・
外
面
上
部
は
板
ナ
デ
底
部
は
明
確
で
な
い

多
量
の
金
雲
母
を

の
後
横
ナ
デ
、
外
面
中
部
以
下
は
板

含
む

が
ほ
ぼ
完
形

ナ
デ
の
後
箆
ミ
ガ
キ

写
真
①

頭
部
内
・
外
面
箆
ナ
デ

5
 
釜
E
端
部
か
ら
外
面
白
縁
部
・
頭
部
l乙
縦
縦
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ

指
頭
圧
痕
有
り

明
赤
偏
3
皿
以
下
の
組
砂
焼
成
良
好

方
向
箆
ミ
ガ
キ

を
含
み
、
細
砂
混
完
形

口
縁
部
内
面
は
や
や
左
に
傾
斜
し
た

入

縦
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ

頭
部
内
面
箆
ナ
デ

6
 
壷
内
・
外
面
共
iζ
口
縁
部
仮
ナ
デ

左
上
り
の
板
ナ
デ

指
頭
圧
痕
、
箆
ナ
デ
の
跡
有
り

灰
白

粗
粒
砂
・
金
雲
母
焼
成
良
好

頭
部
内
面
は
横
ナ
デ
、
外
面
は
板
ナ

を
含
む

東
海
系

デ
の
後
横
ナ
デ

7
 
壷
内
・
外
函
共
iζ
口
縁
部
か
ら
頭
部
は
箆
ミ
ガ
キ

ナ
デ

灰
白
色
lζ
近
6
m
m以
下
の
小
石
焼
成
良
好

箆
ミ
ガ
キ

い
浅
黄
鐙
組
砂
が
混
入

東
海
系
?

表
面
は
調
整
i乙
よ

り
痩
め
込
ま
れ
て

-.
J 

い
る

8
 
壷
内
・
外
面
共
IC
口
縁
部
か
ら
頚
部
は
縦
方
向
の
板
ナ
デ
後
、
ハ
ケ
謁
整
横
ナ
デ

や
や
に
ぶ
い
3
m
m
 以
下
の
組
粒
焼
成
良
好

横
ナ
デ

援
砂
が
多
く
混
入
東
海
系

9
 
壷
口
縁
織
部
上
面
は
横
ナ
デ
し
た
後
、

iζ
ぶ
い
燈
組
粒
砂
を
含
む
焼
成
良
好

波
状
紋
を
絡
す

東
海
系

口
縁
部
内
・
外
面
は
中
心
へ
向
っ
て

放
射
状
lと
箆
ミ
ガ
キ

10
 
雪量
外
面
頭
部
付
近
は
績
ナ
デ

箆
ミ
ガ
キ
の
後
、
上
部
突
傷
の
下
を
縦
方
向
の
指
頭
ナ
デ

櫨
組
粒
砂
を
少
し
含
焼
成
良
好

板
ナ
デ
し
た
後
、
管
状
の
も
の
で
円
横
方
向
の
箆
ナ
デ
も
認
め
ら
れ
る

む
径
は
復
元

形
竹
管
紋
を
施
す

そ
の
下
部
1<::
陵
形
紋
状
の
箆
ケ
ズ
リ

11
 
釜
外
面
ロ
縁
部
は
横
方
向
の
仮
ナ
デ

lこ
ぶ
い
燈
組
砂
.
fll
粒
砂
を
焼
成
や
や
良

外
函
中
央
部
1<::
刻
み
目
有
り

多
く
含
む

径
は
復
元

内
面
上
部
は
縦
方
向
の
板
ナ
デ
、
下

石
英
分
が
多
い
西
部
瀬
戸
内
系

書
IH
ま
横
方
向
の
板
ナ
デ



番
器
種

手
法

色
調

胎
土
そ
の
他

号
ロ
縁
部

体
部
外
面

体
部
内
面

12
 
壷
口
縁
部
外
面
は
ナ
デ

肩
部
iと
は
櫛
錨
き
に
よ
る
横
線
と
波
ナ
デ

淡
赤
燈

1
m
m
-
2
m
mの
石
焼
成
良
好

下
繍
に
は
つ
ま
み
上
げ
が
克
ら
れ
る
。
状
紋

英
、
金
雲
母
を
含

内
面
は
横
方
向
の
ナ
デ

む
頭
部
外
面
は
、
上
か
ら
願
iζ
縦
方
向

の
ナ
デ
、
横
方
向
の
ナ
デ

円
形
の
浮
文
が
上
端
部
を
巡
る

13
 
費
A
I
錨
部
績
ナ
デ

箆
ミ
カ
'
キ

ナ
デ

I
i
:
ぶ
い
赤
、
褐
3
m
m以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

口
縁
郎
か
ら
頭
部
に
か
け
て
、
内
面

iζ
近
い
明
赤
混
入

完
形

は
ナ
デ
、
外
面
は
績
ナ
デ

縞
金
雲
母
の
細
片
が
写
真
②

比
較
的
多
く
混
入

14
 
費
A
I
端
部
は
面
を
持
ち
横
ナ
デ
に
よ
る
つ
上
半
部
は
口
縁
と
平
行
、
下
半
部
は
ナ
デ

iζ
ぶ
い
褐
1
m
m
未
満
の
細
砂
焼
成
良
好

ま
み
上
げ
、
二
条
の
回
線
を
持
つ
。
右
上
り
の
タ
タ
キ
。
二
者
の
墳
は
粘

を
多
く
、
金
雲
母
完
形

ロ
縁
部
内
・
外
面
は
仮
ナ
デ
の
後
績
土
を
張
り
付
け
て
接
合
。

を
少
し
含
む

写
真
④

ナ
デ

0
0
 

頭
部
内
・
外
面
箆
ナ
デ

15
 
費
A
2
口
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

若
干
右
上
り
の
タ
タ
キ

iζ
ぶ
い
燈
粗
い
胎
土
で
粗
粒
焼
成
や
や
良

頭
部
内
面
板
ナ
デ

砂
、
細
砂
を
多
く
径
は
復
元

含
む

16
 
Jl
A
2
 
口
縁
部
内
・
外
面
積
ナ
デ

明
赤
褐
l乙
近
2
m
m以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

頭
部
内
面
機
ナ
デ
後
箆
削
り
、
外
面

い
に
ぶ
い
赤
混
入

径
は
復
元

タ
タ
キ
後
横
ナ
デ

褐
金
雲
母
の
細
片
若

子
多
い

17
 
費
A
2
端
部
板
ナ
デ

や
や
左
上
り
の
タ
タ
キ

タ
テ
方
向
の
箆
ケ
ズ
リ

淡
燈
lζ
近
い
5
m
m以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

口
縁
部
よ
り
頭
部
に
か
け
て
の
内
外

燈
日
仏
、
を
含
む
粗
砂
混
径
は
復
え

面
繊
ナ
デ

入

18
 
建
A
2
端
部
内
面
、
右
上
り
の
板
ナ
デ

左
へ
傾
斜
し
た
縦
方
向
の
板
ナ
デ

灰
黄
偶
lζ
近
2
m
m
 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

口
縁
部
内
面
、
や
や
右
上
り
の
板
ナ

い
に
ぶ
い
黄
及
び
2
m
m以
下
の
径
は
復
元

ア
褐

金
雲
母
片
が
調
整

後
の
内
外
表
面
lこ

多
い



19
 
聾
A
2
端
部
は
横
ナ
デ
に
よ
る
面
有
り

右
上
り
の
粗
い
タ
タ
キ
(
中
部
へ
行
体
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
左
回
り
の
淡
燈

金
雲
母
と
l
m
m
前
焼
成
や
や
良

口
縁
部
内
面
は
績
方
向
の
板
ナ
デ
後
く
に
従
い
平
行
に
近
く
な
る
)

板
ナ
デ
(
底
部
iζ
放
射
状
の
起
点
)

後
の
小
石
を
含
む
完
形

横
ナ
デ
、
外
面
は
上
士
幹
部
を
横
ナ
デ
、
そ
の
後
、
縦
方
向
に
板
ナ
デ

下
半
部
を
や
や
左
上
り
の
板
ナ
デ
後
底
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
赤
色
顔
料

横
ナ
デ

付
着

20
 
聾
A
2
口
縁
部
内
・
外
面
積
ナ
デ

右
上
り
の
タ
タ
キ
(
底
部
付
近
で
ほ
箆
ケ
ズ
リ

浅
黄
燈
2
-
3
m
m
の
粗
粒
焼
成
良

ぼ
水
平
)

多
い
(
石
英
含
む
)
完
形
写
真
⑤

21
 
獲
A
3
口
縁
部
内
・
外
面
犠
ナ
デ
、
内
面
下
右
上
り
の
タ
タ
キ

や
や
左
上
り
の
板
ナ
デ

黒
縄
lζ
近
い
5
m
m
 以
下
の
組
粒
焼
成
良
好

部
は
仮
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

掲
砂
を
含
む
粗
砂
混
径
は
復
元

頭
部
外
商
は
接
続
痕
が
見
ら
れ
、
や

入
(
表
面
調
整
iζ

や
左
上
り
の
板
ナ
デ

よ
り
埋
め
込
ま
れ

る
)
金
雲
母
細
片

混
入

22
 
.
A
3
 
ロ
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ
、
外
面
ス
や
や
右
上
り
の
凹
凸
の
浅
い
タ
タ
キ
縦
方
向
の
箆
ケ
ズ
リ
の
後
、
横
ナ
デ
浅
黄
燈
l乙
近
組
砂
混
入
(
表
面
焼
成
良
好

ス
付
着

肩
部
以
下
ス
ス
付
着

L
 、燈

調
整
11
:
よ
り
埋
め
径
は
復
元

U
コ

頭
部
11
:
接
続
痕

込
ま
れ
る
)

金
雲
母
細
片
混
入

23
 
聾
A
3
口
縁
部
及
び
頭
部
内
・
外
面
積
ナ
デ
や
や
右
上
り
の
荒
い
タ
タ
キ

箆
ケ
ズ
リ

明
赤
燈
iζ
近
5
回
以
下
の
粗
砂
焼
成
良

L
 、燈

混
入
。
金
雲
母
細
径
は
復
元

片
若
干
混
入

24
 
彊
A
3
上
端
か
ら
外
語
の
口
縁
部
よ
り
頭
部
や
や
右
上
り
の
横
ナ
デ
(
頭
部
11
:近
軽
い
箆
ミ
ガ
キ

明
赤
褐
iζ
近
2
m
m以
下
組
長
会
、
混
焼
成
良
好

に
か
け
て
横
ナ
デ

い
所
は
タ
タ
キ
後
横
ナ
デ
)

L
 、檀

入
径
は
復
元

内
面
白
縁
部
板
ナ
デ
後
績
ナ
デ
、
顎

部
償
ナ
デ

25
 
聾
A
3
外
面
縦
方
向
の
編
目

縦
方
向
の
櫛
目

ナ
デ
?

燈
IL
近
い
lζ
組
砂
を
含
む
砂
粒
焼
成
良
好

上
織
内
面
IL
磨
滅
、
外
面
iζ
箆
キ
ザ

ぶ
い
鐙

多
い
。
燈
色
の
酸
完
形

ミ
が
認
め
ら
れ
る

化
土
(
土
器
?
)
の
写
真
⑥

組
粒
若
干
混
入

26
 
聾
A
3
端
部
内
面
横
ナ
デ
や
や
つ
ま
み
上
げ
、
右
上
り
荒
い
タ
タ
キ

右
上
り
方
向
、
箆
ケ
ズ
リ

後
lm
m前
後
の
細
砂
焼
成
良
好

外
面
板
ナ
デ

と
金
雲
母
片
を
含
径
は
復
元

口
縁
部
内
・
外
面
積
ナ
デ

む



ドー
-
C
コ
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28
 

29
 

30
 

31
 

32
 

33
 

器
種

彊
A
3

聾
8

建
B

費
B

費
B

聾
B

費
B

手

口
縁
宮Z

頭
部
内
面
指
頭
圧
痕
、
外
面
タ
タ
キ

の
後
横
ナ
デ

内
部
、
表
面
調
j緩
の
為
不
明

外
部
、
横
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
積
ナ
デ

頭
部
内
面
箆
ケ
ズ
リ
後
様
ナ
デ
、
外

面
や
や
左
IC
傾
斜
す
る
縦
方
向
の
荒

い
ハ
ケ
謁
整

口
縁
部
内
・
外
面
は
横
ナ
デ

上
端
部
よ
り
口
縁
部
外
面
に
か
け
て

ス
ス
付
着

口
縁
部
及
び
頭
部
の
内
・
外
面
横
ナ

デ 口
縁
部
内
面
板
ナ
デ
後
後
ナ
デ
、
外

面
板
ナ
デ

頭
部
内
面
板
ナ
デ
後
横
ナ
デ
、
外
語

タ
タ
キ
後
横
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
の
上
部
は
横
ナ
デ
、

外
面
下
部
よ
り
頚
部
に
か
け
て
タ
タ

キ
の
後
償
ナ
デ

体
部
外
面

右
上
り
の
荒
い
タ
タ
キ
(
肩
部
内
・

外
面
IC
:
:
指
頭
庄
痕
)

や
や
左
lζ
傾
斜
す
る
タ
テ
方
向
の
荒

L
 、
ハ
ケ
謁
整

や
や
左
上
り
の
浅
く
荒
い
タ
タ
キ

ス
ス
付
着

左
上
り
の
タ
タ
キ

上
部
、
口
縁
と
ほ
ぼ
平
行
の
タ
タ
キ

中
部
、
左
上
り
の
タ
タ
キ

下
部
、
箆
lと
よ
り
タ
タ
キ
を
消
す

中
部
以
下
iζ
ス
ス
付
着

全
体
lζ
左
上
り
の
タ
タ
キ
(
上
部
は

タ
タ
キ
の
後
、
や
や
左
上
り
の
績
板

ナ
デ
)

や
や
左
上
り
の
横
方
向
の
タ
タ
キ

底
部
は
タ
タ
キ
後
板
ナ
デ

法
色
調

胎
土
そ
の
他

体
部
内
面

上
部
、
左
上
り
の
ハ
ケ

明
赤
褐
IC
近
3
m
m
 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

中
部
以
下
、
縦
方
向
の
ハ
ケ

い
燈

を
ふ
く
む
砂
粒
径
は
復
J
I
:

(
石
英
?
)
多
い

箆
ズ
リ
後
績
ナ
デ

lζ
ぶ
い
鐙
lζ
3m
m 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

近
い
撞

混
入

径
は
復
元

金
雲
母
細
片
若
干

混
入

箆
ケ
ズ
リ

檀
IC
近
い
に
細
砂
及
び
金
雲
母
焼
成
良
好

ぶ
い
燈

細
片
混
入

径
は
復
元

河
内
系
?

検
方
向
の
箆
ナ
デ

縄
色
lζ
近
い
5m
m以
下
の
小
石
焼
成
良
好

黄
褐

を
含
む
組
粒
砂
が
径
は
復
元

混
入
(
表
面
調
整

に
よ
り
埋
め
込
ま

オ1
る
)

箆
ケ
ズ
リ

明
赤
褐
lζ
近
2.
5m
m
以
下
の
組
焼
成
良
好

し
、
緩

砂
混
入

径
は
復
元

4m
m以
下
の
金
雲

母
片
混
入

横
方
向
の
箆
ケ
ズ
リ

明
褐

3
m
m以
下
の
組
砂
焼
成
良
好

が
若
干
混
入
、
金
径
は
復
元

雲
母
細
片
比
較
的
河
内
系
?

多
く
混
入

左
り
上
り
の
箆
ケ
ズ
リ

l乙
ぶ
い
燈
IC::
3
m
m以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

近
い
様

含
む
細
砂
、
金
雲
径
は
復
元

母
混
入

河
内
系
?
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費
C

費
H

聾 鉢
A

鉢
D

鉢
D

鉢
D

鉢
D

鉢
D

口
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
、
横
ナ
デ

頭
部
内
面
、
横
方
向
板
ナ
デ

臼
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

外
表
面
ス
ス
付
着

口
縁
端
部
つ
ま
み
ナ
デ

上
端
部
横
ナ
デ

ロ
縁
部
内
面
板
ナ
デ
、
外
面
積
ナ
デ

の
後
箆
ナ
デ

頭
部
内
面
は
板
ナ
デ
の
後
箆
ナ
デ
、

外
面
は
タ
タ
キ
の
後
横
ナ
デ

口
縁
邸
内
・
外
面
横
ナ
デ

頚
節
外
面
IC
横
方
向
タ
タ
キ

ロ
縁
部
内
・
外
面
板
ナ
デ

額
部
IC
収
絡
が
見
ら
れ
る

織
部
績
ナ
デ

白
書
量
都
内
面
は
縦
方
向
、
外
面
は
右

上
り
の
ナ
デ

頭
部
外
函
は
板
ナ
デ
の
後
ナ
デ

鎗
害
事
績
ナ
デ

目
録
音
E内
面
は
仮
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

外
面
は
犠
ナ
デ

や
や
右
上
り
の
タ
タ
キ

全
体
K
至
る
荒
い
板
ナ
デ
調
整
後
、

頭
部
か
ら
肩
部
に
か
け
て
串
函
回
線

横
ナ
デ

外
表
面
ス
ス
付
着

右
上
り
の
タ
タ
キ

底
部
左
上
り
の
タ
タ
キ

表
面
K
モ
ミ
痕
・
刺
突
痕

上
部
、
板
ナ
デ

下
部
、
縦
方
向
ハ
ケ
後
箆
ミ
ガ
キ

タ
タ
キ
の
後
箆
ケ
ズ
リ

績
ナ
デ

や
や
左
へ
傾
斜
し
た
縦
方
向
の
板
ナ

デ
の
後
、
横
方
向
あ
る
い
は
や
や
左

上
り
の
箆
ナ
デ

横
ナ
デ
の
後
箆
ミ
ガ
キ

横
方
向
箆
ケ
ズ
リ

浅
黄
燈

細
砂
多
く
含
む
焼
成
良
好

体
部
上
か
ら
、
横
ナ
デ
、
板
ナ
デ
後
灰
色
に
近
い
細
砂
、
金
雲
母
細
焼
成
良
好

横
ナ
デ
、
左
上
り
板
ナ
デ

IC
ぶ
い
縫
片
若
干
混
入

径
は
復
元

底
部
、
右
回
転
の
板
ナ
テ

東
海
系

脚
部
、
繍
ナ
デ

箆
ケ
ズ
リ

浅
黄
燈
3
m
m以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

砂
を
含
む
粗
li'T
、混
径
は
復
元

入
(
表
面
調
整
iζ
山
陰
系

よ
り
埋
め
込
ま
れ

る
)

左
上
り
の
板
ナ
デ

綿
花
近
い
鐙
3
m
m
 以
下
の
組
砂
焼
成
良
好

金
雲
母
細
片
混
入
完
形

写
真
⑦

箆
ナ
デ

明
赤
掲

金
雲
母
片
を
多
く
焼
成
良
好

含
む

径
は
復
元

縦
方
向
の
ノ
、
ケ

iζ
ぶ
い
鐙
IC
組
砂
混
入

焼
成
良
好

近
い
燈

径
は
復
元

赤
掲

金
雲
母
細
片
を
含
焼
成
良
好

む
径
は
復
元

左
上
り
の
ナ
デ

内
面
一
灰
白
l
m
m
前
後
の
細
砂
焼
成
や
や
良

外
面
IC
ぶ
混
入

径
は
復
元

し、
縫

板
ナ
デ
、
や
や
右
上
り
の
暗
文
状
の
lζ
ぶ
い
燈
K
金
雲
母
細
片
を
含
焼
成
良
好

箆
ミ
ガ
キ
の
跡
が
見
ら
れ
る

近
い
様

む
径
は
復
元
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45
 

46
 

47
 

48
 

49
 

50
 

器
種

鉢
D

鉢
D

鉢
D

台
付
鉢
D

高
杯
A

高
杯
A

高
杯
A

器
台

手

口
縁

部

上
端
書
Eは
倹
ナ
デ

ロ
縁
部
内
・
外
面
は
横
ナ
デ

口
縁
部
内
面
は
叡
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

外
面
は
犠
方
向
の
板
ナ
デ

織
部
犠
ナ
デ

ロ
縁
部
内
面
は
指
圧
痕
、
外
面
は
タ

タ
キ
の
後
指
頭
痕

ロ
縁
部
内
面
横
ナ
デ
、
外
面
板
ナ
デ

に
よ
る
疑
似
回
線

頭
部
外
面
積
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ

療
部
iζ
接
続
痕

端
部
横
ナ
デ

杯
都
内
面
上
部
箆
ミ
ガ
キ
の
後
後
ナ

デ
、
中
部
箆
ミ
ガ
キ
、
下
部
箆
ミ
ガ

キ
の
後
横
ナ
デ

口
縁
部
ナ
デ

杯
都
内
・
外
面
縦
方
向
箆
ミ
ガ
キ

端
部
つ
ま
み
ナ
デ

杯
都
内
面
上
部
篠
ナ
デ
、
下
部
箆
ミ

ガ
キ

外
面
箆
ミ
ガ
キ
後
板
ナ
デ
に
よ
る
疑

似
回
線

体
部
外
面

や
や
左
上
り
の
板
ナ
デ

板
ナ
デ
の
後
ナ
デ

底
部
箆
ケ
ズ
リ

右
上
り
の
タ
タ
キ
の
後
ナ
デ

箆
ミ
ガ
キ

脚
部
1
L
4
つ
の
孔

胸
部
は
縦
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ

杯
部
と
脚
部
の
境
IL
接
続
痕

杯
部
よ
り
胸
部
に
か
け
て
箆
ミ
ガ
キ

脚
部
四
方
lζ
孔

法
色
調

胎
七
そ
の
他

体
部
内
面

ナ
デ

淡
綾

l
皿
前
後
の
細
砂
焼
成
不
良

混
入

径
は
復
元

績
ナ
デ

明
赤
鰯
4
m
m以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

を
含
む
粗
砂
、
金
完
形

雲
母
の
極
細
片
若
写
真
⑥

子
混
入

粘
土
ひ
も
の
跡
が
見
ら
れ
る

赤
褐

組
粒
砂
、
細
砂
を
焼
成
不
良

多
く
含
む
。
金
雲
完
形

母
細
片
を
含
む
写
真
⑧

横
ナ
デ

明
赤
福
lζ
近
粗
砂
を
含
む
細
砂
焼
成
良
好

胸
部
iζ
絞
り
痕

い
燈

混
入
(
表
面
調
整
ほ
ほ
完
成

に
よ
り
埋
め
込
ま
写
真
⑫

れ
る
)
金
雲
母
細

片
若
干
混
入

脚
部
内
面
iこ
絞
り
跡

IC
ぶ
い
樫
l
m
m前
後
の
細
砂
焼
成
良
好

を
含
む

ほ
ほ
完
成

IL
ぶ
い
赤
褐
3
田
E
以
下
の
組
粒
焼
成
良
好

及
び
明
赤
鰯
砂
と
金
主
:
母
片
多
径
は
復
j
じ

く
混
入

脚
部
内
面
横
ナ
デ

明
赤
縄
lζ
近
2
m
m
の
粗
砂
・
金
焼
成
良
好

い
綾

雲
母
細
片
若
干
混
ほ
ぼ
完
形

人
写
真
⑬

頚
部
よ
り
脚
部
に
か
け
て
剥
離
が
著
燈
IC
近
い
l乙
組
砂
及
び
金
雲
母
焼
成
良
企
f

しし
、

ぶ
い
援

細
片
若
子
混
入
手
グ
ス
ネ
に
よ
る

脚
部
下
部
若
干
板
ナ
デ
が
見
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る



】 w
 

51
 

52
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57
 

高
杯
?

器
台
?

壷
A
I

壷
A
I

壷
B

費
A
I

.
A
2
 

箆
ミ
ガ
キ

胸
部
上
部
は
箆
ミ
ガ
キ

下
部
は
タ
タ
キ
の
後
箆
ミ
ガ
キ

最
下
部
は
板
ナ
デ
の
後
箆
ミ
ガ
、キ

脚
部
四
方
IL
孔

内
面
箆
ミ
ガ
キ
の
後
織
に
よ
る
施
文
箆
ミ
ガ
キ

外
面
上
端
は
、
櫛
状
iζ
横
方
向
板
ナ

デ
後
績
ナ
デ
を
し
、
そ
の
上
か
ら
櫛

に
よ
る
施
文

端
部
外
面
lζ
箆
キ
ザ
ミ

内
面
端
部
横
ナ
デ
、
口
縁
部
及
び
頚
箆
ミ
ガ
キ

部
箆
ミ
ガ
キ

外
函
口
縁
織
部
は
板
ナ
デ
を
し
た
後

iζ
、
櫛
書
波
状
文
後
竹
管
円
形
浮
文

を
施
す

鎖
部
以
下
は
箆
ミ
ガ
キ

口
縁
部
内
面
箆
ミ
ガ
キ

箆
ミ
カ
ヰ

外
面
板
横
ナ
デ
後
、
外
函
ロ
縁
部
よ
内
・
外
面
と
も
に
剥
離
が
著
し
い

り
頭
部
に
か
け
て
縦
方
向
の
箆
ミ
ガ

キ 内
面
白
縁
部
績
ナ
デ
、
頭
部
箆
ケ
ズ
上
部
横
ナ
デ

り
後
横
ナ
デ

下
部
横
方
向
タ
タ
キ

外
面
積
ナ
デ

錯
部
つ
ま
み
ナ
デ

タ
タ
キ

内
面
口
縁
部
表
面
若
干
剥
様
、
頭
部
肩
部
よ
り
下
le
ス
ス
付
着

畿
ナ
デ

外
面
白
縁
部
及
び
頭
部
タ
タ
キ
後
横

ナ
デ

外
面
目
録
音
sI
C
:
ス
ス
付
着
、
頚
笥
Hζ

底
部
は
磨
滅

横
方
向
板
ナ
デ

le
ぶ
い
赤
褐
金
雲
母
・
石
英
・
焼
成
良

色
組
粒
砂
を
含
む
径
は
復
元

脚
部
上
部
は
左
上
り
の
板
ナ
デ

iζ
..
$;
し
、
黄
褐
細
砂
・
金
雲
母
細
焼
成
良
好

下
部
は
板
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

片
を
含
む

径
は
復
元

箆
ミ
ガ
キ

檀
1.
5m
m
以
下
の
粗
焼
成
良
好

砂
混
入

径
は
復
元

金
雲
母
若
干
混
入

IL
ぶ
し
、
赤
、
褐
2
m
m
 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

iζ
近
い
檀
金
雲
母
混
入

径
は
復
元

表
面
剥
離
の
為
不
明

燈
1
m
m
 以
下
の
砂
混
焼
成
良

入
(
砂
は
白
色
が
径
は
復
元

多
い
)

ナ
デ
(
一
部
、
上
よ
り
箆
状
の
も
の
外
面
ー
や
や
2
m
m
 以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

で
表
面
を
掻
き
降
ろ
す
)

暗
い
褐
色
砂
・
金
雲
母
片
含
完
形

内
面
一
黒
偏
む

写
真
③

色 明
褐

2
mm
以
下
の
総
砂
焼
成
良
好

-
金
雲
母
細
片
多
径
は
復
元

L
 、
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60
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62
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65
 

器
種

ヨ!
A
2

費
A
2

.
A
2
 

費
A
z

費
A
z

.
A
z
 

費
A
3

費
A
3

手

ロ
縁
部

折
り
返
し
痕

場
部
及
び
ロ
縁
部
内
・
外
面
積
ナ
デ

鎖
邸
内
面
積
ナ
テ
¥
外
面
タ
タ
キ

内
面
積
方
向
板
ナ
デ

外
面
横
ナ
デ
、
頭
部
縦
の
板
ナ
デ

ロ
縁
部
内
、
外
面
績
ナ
デ

頭
部
外
面
、
上
張
り
付
け
後
や
や
左

に
傾
斜
す
る
縦
方
向
板
ナ
デ

内
面
横
ナ
デ

外
面
横
方
向
タ
タ
キ
後
横
ナ
デ

内
面
仮
ナ
デ
後
横
ナ
デ

外
面
頭
部
、
指
頭
圧
後
張
り
付
け
に

よ
る
繍
修
有
り

内
・
外
面
横
ナ
デ

頭
部
外
面
に
指
頭
圧
痕
有
り

端
部
つ
ま
み
ナ
デ

日
縁
部
内
面
横
ナ
デ
(
磨
滅
痕
見
ら

れ
る
)
、
外
面
上
部
板
ナ
デ
後
横
ナ
デ
、

下
部
横
ナ
デ

頭
部
内
面
は
自
の
細
い
板
ナ
デ
、
外

面
は
自
の
荒
い
板
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

頭
部
外
面
タ
タ
キ
後
績
ナ
デ

端
部
よ
り
口
縁
部
外
面
に
か
け
て
ス

体
部
外
面

タ
タ
キ
(
肩
部
1(;
指
頭
圧
痕
)

や
や
右
上
り
の
タ
タ
キ

頭
部
縦
方
向
板
ナ
デ

左
上
り
板
ナ
デ

績
方
向
タ
タ
キ

肩
部
、
若
干
右
lζ
傾
斜
す
る
縦
方
向

板
ナ
デ

体
部
、
右
上
り
板
ナ
デ
、
ス
ス
付
着

横
ナ
デ

や
や
左
に
傾
斜
す
る
縦
方
向
の
目
の

荒
い
板
ナ
デ

肩
部
lζ
接
続
痕
が
認
め
ら
れ
る

頭
部
よ
り
肩
部
に
か
け
て
タ
タ
キ
痕

が
見
ら
れ
る

肩
部
か
ら
下
部
は
口
縁
と
ほ
ぼ
平
行

法
色
調

胎
土
そ
の
他

体
部
内
面

上
部
、
横
ナ
デ

明
黄
福

金
雲
母
細
片
多
い
焼
成
良

中
部
以
下
、
右
上
り
の
板
ナ
デ

組
粒
砂
若
干
混
入
径
は
復
元

板
ナ
デ
(
ケ
ズ
リ
ぎ
み
)

暗
赤
掲
iζ
近
若
干
組
砂
を
含
む
焼
成
良
好

い
に
ぶ
L
、赤
細
砂
多
い

径
は
復
元

掲
2
m
m
 以
下
の
金
雲

母
片
多
い

包
の
浅
い
板
ナ
デ
後
償
ナ
デ

明
赤
褐
IC
近
2
m
m以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

い
燈

-
金
雲
母
細
片
若
径
は
復
元

干
混
入

左
上
り
の
板
ナ
テ

明
赤
福
iζ
近
9
回
以
下
の
組
砂
焼
成
良
好

い
燈

-
金
雲
母
細
片
若
径
は
復
元

干
混
入

ナ
デ

権
2
m
m
以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

-
金
雲
母
細
片
混
径
は
復
元

入

償
ナ
デ

明
赤
福
iζ
近
金
雲
母
細
片
か
な
焼
成
良
好

い
燈

り
多
く
見
ら
れ
細
径
は
復
元

砂
混
入

上
部
lζ
指
頭
圧
痕

灰
色
1(;
近
い
2
m
m
 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

下
部
は
板
ナ
デ
後
償
ナ
デ

浅
黄
権

(
調
整
lζ
よ
り
埋
径
は
復
元

め
込
み
)

金
雲
母
細
片
混
入

横
方
向
lζ
箆
ケ
ズ
リ

明
燭

2
m
m
 以
下
の
槌
片
焼
成
良
好

粘
土
ヒ
モ
の
痕
が
見
ら
れ
る

を
含
む
細
片
の
金
径
は
復
元

雲
母
片
を
多
く
含
河
内
系
?
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聾
A
3

建 .
B
 

聾
B

聾
C

鉢
D

鉢
D

ス
付
着

端
部
つ
ま
み
ナ
デ

ロ
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

端
部
よ
り
口
縁
部
外
面
に
か
け
て
ス

ス
付
着

端
部
は
外
側
へ
折
り
曲
け
、
つ
ま
み
ナ

ア ロ
縁
部
内
面
箆
ミ
ガ
キ
・
外
面
績
ナ

ア 頭
部
内
面
は
横
ナ
デ

上
端
部
つ
ま
み
ナ
デ

口
縁
部
内
面
白
の
浅
い
績
方
向
板
ナ

デ
、
外
面
右
上
り
タ
タ
キ
後
横
方
向

目
の
浅
い
板
ナ
デ

端
部
つ
ま
み
ナ
デ

ロ
縁
部
内
面
端
部
と
平
行
す
る
板
ナ

デ
、
外
面
タ
タ
キ
の
後
横
ナ
デ

頭
部
内
面
積
ナ
デ
、
外
面
タ
タ
キ
の

後
者
量
ナ
デ

錨
部
つ
ま
み
ナ
デ

口
縁
部
内
面
横
ナ
デ
、
外
面
タ
タ
キ

上
げ
の
後
犠
ナ
デ

ロ
縁
部
内
面
板
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

外
面
左
上
り
の
タ
タ
キ
の
後
績
ナ
デ

ロ
縁
部
内
面
右
上
り
の
細
い
箆
ミ
力
、

す
る
突
出
部
の
細
い
タ
タ
キ

表
面
に
ス
ス
付
着

ほ
ぽ
口
縁
と
平
行
す
る
若
干
右
上
り

の
タ
タ
キ

肩
部
以
下
lζ
ス
ス
付
着

箆
ミ
ガ
キ
の
後
所
々
ハ
ケ
目
が
入
っ

て
い
る

肩
よ
り
上
部
右
上
り
タ
タ
キ

肩
部
は
内
側
よ
り
の
指
頭
圧
に
よ
り

若
干
ふ
く
れ
て
い
る

下
部
タ
タ
キ
後
ま
だ
ら
に
若
干
右
iζ

傾
斜
し
た
板
ナ
デ

底
部
左
上
り
タ
タ
キ
、
底
板
ナ
デ

や
や
左
上
り
の
タ
タ
キ

右
上
り
の
タ
タ
キ
(
タ
タ
キ
の
重
ね

が
密
}

下
部
ス
ス
付
着
、
底
部
ス
ス
無

上
部
績
方
向
の
タ
タ
キ

体
部
綴
方
向
の
箆
ケ
ズ
リ

下
部
右
上
り
の
タ
タ
キ

右
へ
傾
斜
し
た
縦
方
向
の
細
い
箆
ミ

む

若
干
明
る
い
細
砂
混
入
、
I
m
m
焼
成
良
好

赤
縞

以
下
の
金
雲
母
細
径
は
復
元

表
面
二
次
的
片
多
く
含
む

加
熱
の
為
か

暗
く
変
色
し

て
い
る

箆
ケ
ズ
リ

燈
11
:
近
い
に
粗
砂
を
比
較
的
多
焼
成
良
好

ぶ
い
燈

く
含
む
(
外
面
は
径
は
復
元

調
整
IC
よ
り
埋
め

込
ま
れ
て
い
る
)

上
部
外
方
向
指
頭
庄
痕

明
褐
11
:
近
い
金
雲
母
細
片
及
び
焼
成
良
好

箆
ケ
ズ
リ

福
2
1
D
D
1
以
下
の
組
砂
径
は
復
元

を
含
む
細
砂
混
入

箆
ケ
ズ
リ

燈
iζ
近
い
明
細
砂
及
び
2
m
m以
焼
成
良
好

赤
褐

下
の
金
雲
母
片
多
径
は
復
元

く
含
む

右
上
り
の
箆
ケ
ズ
リ

黄
縄

租
砂
及
び
細
砂
、
焼
成
良
好

金
雲
母
多
く
混
入
径
は
復
元

河
内
系
?

中
央
部
よ
り
左
上
り
の
板
ナ
デ

鐙
、
一
部
自
6
皿
以
下
の
組
粒
焼
成
良
好

下
部
指
圧
痕

色
の
所
が
あ
砂
を
含
む

完
形

る
写
真
⑩

縦
方
向
の
細
い
箆
ミ
ガ
キ

明
赤
、
織
に
近
細
砂
及
び
金
雲
母
焼
成
良
好
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器
種

鉢
E

高
杯
A

高
杯
A

高
杯
A

器
台

器
台

器
台

手

口
縁
部

キ
、
外
面
左
上
り
の
細
い
箆
ミ
ガ
キ

緒
豊
臣
つ
ま
み
ナ
デ

ロ
縁
部
内
・
外
面
横
ナ
デ

杯
都
内
・
外
面
箆
ミ
ガ
キ

内
面
は
剥
艇
が
著
し
い

係
部
内
・
外
面
箆
ミ
ガ
キ

錦
部
縦
箆
ミ
ガ
キ
の
後
横
ナ
デ
、

~J
離
し
て
い
る

杯
部
内
面
縦
方
向
箆
ミ
ガ
キ
、
外
面

若
干
右
傾
斜
の
縦
方
向
箆
ミ
ガ
キ

端
部
横
ナ
デ

口
縁
部
内
・
外
面
箆
ミ
ガ
キ
の
後
績

ナ
デ

杯
部
内
・
外
面
箆
ミ
ガ
キ

端
部
面
を
持
ら
、
箆
に
よ
る
刻
み
目

口
縁
部
横
ナ
デ

杯
部
内
面
箆
ミ
ガ
キ
、
外
面
縦
方
向

箆
ミ
ガ
キ

端
部
横
ナ
デ

口
縁
部
外
面
箆
ミ
ガ
キ

杯
部
内
面
使
用
の
為
か
剥
離
が
著
し

く
不
明
、
外
面
箆
ミ
ガ
キ

体
部
外
面

カ'
キ

肩書
E縦
方
向
板
ナ
デ

そ
の
他
右
上
り
板
ナ
デ

胸
部
ナ
デ

脚
部
三
方
等
間
隔
に
穿
孔

脚
部
上
部
は
縦
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ
の

後
横
ナ
デ

下
部
は
縦
方
向
の
箆
ミ
ガ
キ

胸
部
縦
箆
ミ
ガ
キ

三
方
iζ
穿
孔

脚
部
箆
ミ
ガ
キ

上
部
i乙
は
串
画
回
線
(
フ
リ
ー
ハ
ン

ド
で
施
文
)

三
方
lζ
穿
孔

法
色
調

飴
土
そ
の
他

体
部
内
面

い
燈

細
片
混
入

径
は
復
元

板
ナ
デ

言
電
燈
Ir
.
近
い
2m
m 
以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

檀
砂
及
び
金
雲
母
の
径
は
復
元

細
片
若
干
混
入

明
赤
縄
Ir
.近
3
m
m
 以
下
の
f!
l粒
焼
成
良
好

L
 、燈

砂
(
白
色
が
多
い
)

を
多
く
含
む

胸
部
ナ
デ
ツ
ケ

明
偶
l乙
近
い
2
m
m前
後
の
粗
砂
焼
成
良
好

燈
(
表
面
I
r
.
露
出
)

金
雲
母
の
細
片
若

干
混
入

明
掲
lζ
近
い
5m
m以
下
の
粗
粒
焼
成
良
好

掲
砂
含
む
細
砂
、
金
径
は
復
え

雲
母
細
片
多
く
含
全
体
iζ
内
・
外
面

む
と
も
表
面
赤
色
顔

料
を
施
す

写
真
⑫

iζ
ぶ
い
黄
縄
2
m
m前
後
の
粗
粒
焼
成
良
好

砂
多
く
、
金
雲
母

少
し
含
む

胸
部
板
ナ
デ
の
後
横
ナ
デ

Ir
.
ぶ
い
赤
褐
組
粒
砂
、
金
雲
母
焼
成
良
好

2
m
m以
下
の
粗
片
完
形

及
び
細
片
比
較
的
河
内
系
?

多
く
混
入

写
真
⑭

脚
部
上
部
は
箆
ミ
ガ
キ
状
iζ
仕
上
げ
lζ
ぶ
い
檀
I
r
.
2
m
m
 以
下
の
粗
砂
焼
成
良
好

中
央
部
箆
ナ
デ
状
?

近
い
穏

を
含
む
細
砂
を
含
完
形

下
部
板
ナ
テ

む
金
雲
母
細
片
若
写
真
⑮

干
認
め
ら
れ
る
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器
台
口
縁
部
横
ナ
デ

燈
2
m
m前
後
の
組
粒
焼
成
良
好

杯
部
内
・
外
面
箆
ミ
ガ
キ

砂
多
く
、
金
雲
母

内
面
中
心
部
iζ
指
頭
圧
痕

細
片
少
し
含
む

81
 
器
台
口
縁
部
つ
ま
み
あ
げ
後
儀
箆
ナ
デ
胸
部
上
部
は
杯
部
よ
り
縦
方
向
箆
ミ
脚
部
下
部
横
板
ナ
デ

淡
極
と
燈
の
組
砂
若
干
混
入
焼
成
良
好

杯
部
内
面
剥
離
が
著
し
く
不
明

ガ
キ
、
下
部
は
横
方
向
箆
ミ
ガ
キ
、

中
間

銀
金
の
雲
母
わ
ず
完
形

外
面
縦
方
向
箆
ミ
ガ
キ

四
方
le
穿
孔

か
に
混
入

写
真
⑬

82
 
甑
不
明

下
部
左
上
り
の
平
行
の
箆
ミ
ガ
キ
右
上
り
の
箆
ナ
デ

le
ぶ
い
黄
燈
l
m
m前
後
の
粗
粒
焼
成
良
好

穀
物
の
圧
痕
が
認
め
ら
れ
る

砂
、
金
雲
母
細
片

含
む

8
3
 
聾
端
部
償
ナ
デ

仮
ナ
デ
の
後
ナ
デ

箆
ケ
ズ
リ

浅
黄
燈

組
粒
砂
、
金
雲
母
焼
成
良
好

口
縁
部
内
面
積
ナ
デ
、
外
面
上
部
箆

細
片
少
し
含
む
径
は
復
JC

ナ
デ
の
後
績
ナ
デ
、
下
部
績
ナ
デ
、

吉
備
系

頭
部
外
面
仮
ナ
デ

倒
鉢
?

ナ
デ

左
上
り
の
方
向
lζ
板
ナ
デ
の
後
ナ
デ
燈

l
m
m前
後
の
籾
粒
焼
成
良

砂
を
多
量
lζ
含
む

--J 
85
 
鉢
?

右
上
り
の
板
ナ
デ

右
上
り
の
ナ
デ

浅
黄
燈

l
m
m前
後
の
粗
粒
焼
成
良
好

砂
を
多
く
、
金
雲

母
細
片
を
含
む
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情
』

皿 B調査地

調査の概要

ζの地は、昭和54年度より継続し発御調子モを実施している所で、 54年度では学校建設時IL整地が

されていたため遺構の自無確認調夜を実施し、七境、構等を検出した。今年度は前年度において卜

レンチ調査による遺構の有無及び範囲確認調査に終始したため今回は、遺構を追求するためトレン

チを拡張した。範開はI'N北I↑lTラインよりWラインの問、w:両方liiJiζは12ラインから20ライン問の

けj北巾約10m、W:Vli33m、約 330rrfを調布した。 lズl覇設定は一辺を 4mのいくl函としlメ画名はw:向車rtl

と l宇j北軸が交わるいく~i函の同北交点をもって呼称した。つまり調子五対象地域内北角の区画はA と

なる前年度の版画設定及び区画名を使mした。

2 遺構の概要(凶版6ド・ 7上)

乙の地域の謀本的な肘序は、上より学校造成による整地図、耕作土層、茶偶色土層、黒褐色土層、

以下然遺織の~i序となる。遺構は茶編色土周、黒尚色土問上面l乙暗渠と考えられる小満等中近tft遺

構を検11"1した他、土瀦4、満6、方形周溝 l、木将墓2、士器相主主 l、柱穴状小穴等市墳時代前期

と思われる遺構群である。乙れら古墳時代前WJの遺構面には中近世及びI~f:校施設跡が重複し、遺織

の遺存状態はあまり良好とはいえない。

溝 1 (l刻版 7ド・ 8) 

乙の満はlIijSy度調作し報fちしたV--171J形窪地の鉱張iとより検出した遺構である。規模は巾約 2.

8m、深さ約0.5-0.6 m、U191><1函からほほ、南両方ri】HC流れ、長径約10m、短径約 6mの長方形の

いくl剣(附手1154年度で報(りした V 17えi形窪地)に接続し長方形民画iの阿南角より南東方ri'JiC流路を

変則している。湾内株主‘'Vr-lは tとして黒色の粘土であり下回部には腐植土が混入しているので、;)<

の流れはあまり考えられず、堀的なt'I:格が十監察できる。 j重物の出土状態は、長方形区画内が最も多

く、次ぎにl宇'I!-RプJIりが多く、そして北東方向の溝が最も少ない。

1M 

図6 溝 1.1-.厨図

l 暗黙樹色L脳 6 紫色粘上混り腐植上回

2. ~色粘質士層 7 腐植士混り黒色粘u国
3 砂混り黒色粘土層 8. 腐値上混り黒色粗砂質土層

4. 暗灰色粘土混り灰色砂質土層 9. 腐植七混り暗灰偏色組砂質t層
5 黒色粘土層

- 22 
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ぶ

l 茶尚色 I ~附 A

2 茶樹色土層B

3 陪茶福色土層A

4 暗茶潟色土層B

以17 潟II1..墳&<]

5 気!悩色砂i1LwiA
6 黒潟色妙質土層B

7 黒色粘土層

8. 黒悩色粘質土層

9. 炎以偏色砂、rn一l¥，j:
10. ~誌編色砂質土層 C

11. I災偏色砂質土層
12. 黒色粘質土府

74.5" 

13 暗'*尚色砂rtj..肘A

14. 暗黒褐色紗質土層

15 暗灰偏色砂質土層B

16 黒色混砂土層

IIJJ:遺物には東海系、 M内系の土器を若干合む、纏向皿式期を主体とする土器及び木・種子等の

納物遺体等があるo

乙の溝により閉まれた南東部は方形民画の一角状をEEしているが、 ζの地域は旧地形が尚く、学

校用地造成時iζ削、下されたためか、造成土が地山上面lζ接しており、中近世以前の遺構は現在iζお

いて検出できなかった。

方形周溝(I刻版9・10)

乙の遺構は V 15・16、W 15・1615<1函で、ほぼ直角に交わる溝二本とコーナーを三ケ所確認し

た。j禽の方II1Jは}判決より北向、そして北阿角よりほぼ直角に屈曲し浮i丙へと連なっているo 又南東

タ1よりほぼ凶f(JIC Itii曲し出向へ速なる溝の 一部を検出しているので、北東部の溝は一辺約5mを計る

ことができる。*北満とl川Jヒ溝との交点及び東北溝と南東溝との交点、は者子浅く掘残し溝中央部は

A7 r深くなっている。溝内IIl:L遺物は北東溝中央部で溝とほぼ平行して細長い加E木3点(図版10
トー)北京溝と北内海の交点で纏ril]ill式Jtll壷c (図版10上)の他若 Fの土師器片を検出した。壷Cは

溝療に接しておりJJ形周溝の造営時期を考える重要な資料と思われる。主体部lζついては溝壁部が

断面U'f:形の相対的な立ち上りをノ五していること及び、近世の削平痕等より方形台地が著し く削平

されたと盟、われるがプ)Jf;周溝ほほ中央の士墳状窪がその痕跡と推測する。土墳痕は長さ約1.6m、

JtJ約0.45cm、深さ約lOcm、方向は北東溝とほぼ平行している。遺物及び木棺痕は検出していない。

木棺 1(凶版11)

乙の木絡は昭和54年度で調資したV.15士演より北へ流れる巾約1.6m、深さ約0.5m、 纏向H

~皿式期と思われる溝・土墳n(図版15)の埋没後iζ設営された小形の木棺である。木棺の規模は

長さ約1.3m、巾約0.66m、同IJ平されているが深さは残存部で約0.2mのほほ角丸長方形の土績であ

る。棺は土墳底部にほぼ後して板を並べ、つぎに両側板を建て、木口板を両側板の間iζ差し入れ、

- 24 -
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.Icm 

以310 1-.6* tf( 

l 紫色粘 L肘
2 烈粘J民り晴!火色粘砂、白 UI可
3. (I~古淡!火w色村i 'IT tJl"i 
4 附灰色料iU見入淡!火色粘'ITI-J州
5 紫色粘質上肘

6. ff行!米丙色砂質 1-肘

側板が内側l乙倒れるのをふせいでいる。蓋板は木目の痕跡が底板と同じ方向であり両木口側より中

央部i乙傾斜して検出したので蓋板の木口は木口板上iζ重っていたと思われるが、側板上iとは震なっ

ていないと思われる。

棺底板の中央板iζは一端部iζ巾約7m、長さ約lOcmのほぼ長方形に切り取られ、格材が再利用材

の可能性もある。棺内遺物としては東部分より長さ約36cm、径約2咽の加工木を検出しているが、

棺材か副葬品か不明である乙の他の副葬遺物はなく、埋葬時期については纏向E式期(庄内式期)

より遡る ζとはないと思われる。
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木鎗u(院l版12・13)

乙の木将はTI2T<凶iで検Hlしたもので、巾約2.7m、巾約O.4mの上墳に木絡を埋設している。

結のめ{組は木将!とはほI.;J綴であるが益板が両側板より中央へ傾斜して検出した事から両側板上lζ

長な っていた乙とが批察できる。棺材については切込のある板や長さのちがう板を使用しているこ

とから転llJがJ5'えられる。館内、結外遺物及び副葬品は検出できず埋葬時期については不明である。

土器舘(図版14)

方形周溝の北角より北約 1mの地点で検出した。結は径約40cm、、下面ほほ円形の土績に体部が球

!f;内面へラ削りの蛍を首部より上を割り埋納後復元し蓋をし壷の口はやや北東lζ傾斜した状態で検

出した。棺lζ平IJft]されている娠はLl縁部が埋納以前lζ失なわれているが、蛍の底部が若干有ること

体部がほぼ球形であり内面箆削りである乙とから緩向皿又はW式期(庄内又は布留式期)の壷Cタ

イプと思われる。

おわりに

乙の地域の調査資料は現在整問中により概要を記述する。調査地の旧地形は東南より西北方向へ

ゆるやかに傾斜しているO

i貧織の遺存状況は学校建設時lと削平を受け、遺構上の包含層はほとんど失なわれている。

検出した遺織は士墳・溝・方形周溝・木棺墓・土器棺及び小穴である。各遺構の時期は主として

縄ri.]皿'!V式期である。方形周溝は纏向皿式期以後、須恵、器が出現する前が考えられる。木本官 Iは

纏rIJ]IV式期以後、須恵器がH¥.fJlする以前、木将Eは、棺内流入土が須恵器を含まない時期の堆積土

であるがIH.t-.遭物が少なく不明である。木棺等植物遺体は嶋倉巳三郎先生lζ調査をお願L、しており

ます。符材についてはすべて桧であるとの御教示を受けておりますので、乙乙 iと記します。
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